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仕様書（随時監理用） 

１ 総則 

   (1) 受託者（以下「乙」という。）は、設計図書（図面、工事仕様書等（閲覧補足説明書及び同書に対す

る質問回答書を含む、以下同じ。）をいう。以下同じ。）、工事請負契約書及び関係法令の内容について

熟知の上、工事現場の状況に精通し、工事が完全に施工されるよう公正な立場に立って、かつ責任をもっ

て以下の監理業務を行うものとする。 

 

   (2) 委託者（以下「甲」という。）は、対象工事の監督員業務のうち、本仕様書で定める業務について乙に

委託する。 

 

   (3) 乙は、本業務を履行するにあたり業務担当技術者を定めるものとする。また、乙は業務担当技術者のう

ちから監督員の業務を分担する者を定め甲に通知し、その承諾を得るものとする。 

 

   (4) 乙は工事監理にあたり、設計、施工内容上疑義が生じた場合は、直に県の監督員（以下「県監督員」と

いう。）に通知し、県監督員及び県が必要と認めて派遣する設計者と協議のうえ、適切に監理を行うもの

とする。 

 

   (5) その他、この仕様書に定める業務の処理に関して疑義が生じた場合は、速やかに甲乙協議して定めるも

のとする。 

 

２ 業務概要 

 

  (1) 委託業務名  Ｒ８営繕 防災センター・消防学校 北・鯛浜 屋外訓練施設等改修監理業務 

 

  (2) 業務箇所    板野郡北島町鯛浜 

 

   (3) 履行期間  契約書による。 

 

  (4) 業務対象工事 

    本業務の対象となる工事（以下「対象工事」という。）は、下記のとおりとする。 

工   事   名 工   期 設計金額(千円) 備  考 

Ｒ８営繕 防災センター・消防学
校 北・鯛浜 屋外訓練施設等改
修工事（着手日指定型） 

令和 9 年 8 月 31 日
まで 
  

約 162,000 千円 
 

 
 
 

防災センターエレベーター改修工
事 

令和 9 年 8 月 31 日
まで 

約 76,560 千円  
 
 



３ 業務内容 

 (1) 設計監理業務 

   ア 設計意図を工事請負業者に正確に伝えるために必要な打合せ及び図面等の作成 

     イ 設計図書に基づいて工事受注者が作成する各種施工図、模型、材料、仕上げ見本及び機器製作図の検

討及び承諾 

     ウ 設計変更が生じた場合の、県監督員等との協議並びに設計変更図書の作成及び工事費の積算 

なお、変更設計書については、営繕積算システムＲＩＢＣ２データで提出すること。 

 

  (2) 現場監理業務  

    ア 設計図書に基づく工程の管理、立会い、工事施工状況の検査及び工事材料の試験若しくは検査 

     イ 契約の履行に関し、県監督員が工事受注者に対して行う指示、承諾又は協議についての事前の検討 

     ウ 工事に関連する関係諸機関との協議 

     エ 関連する２以上の工事における工程等の調整 

    オ 県監督員と工事受注者及び関係機関等との連絡 

    カ 工事の内容に変更等の必要があると認められた場合、その理由及び事項の報告 

    キ 対象工事の竣工検査及び部分払い検査に対する協力 

     ク 契約図書に基づき、工事受注者から県監督員に提出される書類等の整理 

     ケ 工事に関する官公署への提出書類等の作成 

コ 定例会及び県監督員との協議等の議事録の作成 

サ 現場定例会議への参加と会議の進行に係る業務（管理技術者：１回/月、主任担当技術者：毎回） 

 

４ 業務担当技術者の種別及び資格等 

    業務担当技術者は次のとおりとする。 

 (1)  管理技術者（１名以上） 

       管理技術者は、一級建築士の資格を有し、かつ対象工事全般についてその設計図書を掌握し、工事の施

工監理について高度の技術・経験及び能力を有するものとする。 

    

  (2)  主任担当技術者（建築担当技術者、設備担当技術者 各１名以上 ただし、上記（１）以外の者とする) 

       主任担当技術者は、工事について、その設計意図を充分に理解し、設計内容に精通すると共に、工事の

施工監理について相当の経験と能力を有するもので、大学卒業後５年以上又はそれと同等の経験を有する

ものとする。 

 

５ 業務の処理要領 

  (1)  甲は県監督員を定め乙に通知する。 

 

  (2)  甲は対象工事について、工事請負契約の締結又は変更を行った場合、若しくは工事受注者に対して、こ

の業務に関する内容の指示を与えたときは、遅滞なく乙にその内容を通知するものとする。 

    なお、工事受注者に対する設計変更指示は、甲のみが行い、乙が行うことはできない。 

 

  (3)  乙は、業務の経緯及び履行状況が確認できるように、必要な図書及び記録を整理し、県監督員の指示に

より直ちに提出するものとする。 

 

  (4)  乙は、業務を処理した場合は、その都度、その概要を文書により県監督員に報告するものとする。 

 

  (5)  乙の担当職員と県監督員の上記以外の処理業務については、別表「工事監理業務一覧表」によるものと

する。また、当該業務の処理方法は、別に定める「工事監理業務処理要領表」を参考にする。 

       なお、別表に定めのない事項については、甲乙協議のうえ実施するものとする。 

  (6)  乙は、甲に下記の書類を提出するものとする。 



       なお、様式については甲の指示によるものとする。 

 

    ア 着手時 

        ・業務計画書 

     イ 各月末(翌月の 10 日までに提出） 

        ・工事監理状況報告書 

    ウ 部分引渡し時 

        ・委託業務部分引渡しに係る検査請求書 

        ・工事進行写真、監理日誌、打合せ簿及び各種記録簿 

     エ 完了時 

        ・委託業務完了検査請求書 

        ・工事竣工及び完了写真、監理日誌、打合せ簿及び各種記録簿 

    オ 随時  

    ・別表「工事監理業務一覧表」で定められた報告書類 

        ・その他必要な書類 

 

６ 貸与品、その他 

   (1) 対象工事の設計図書に定められた監督員事務所及びその備品のうち、県監督員の指定するものは、この

業務に関し無償で使用することができる。これらの貸与品は、善良な管理者の注意をもって使用しなけれ

ばならない。 

 

  (2)  この業務を行うに必要な業務資料は、貸与又は閲覧することができる。貸与されたものは業務完了時に、

速やかに返却するものとする。 

 

   (3) 年度末及び部分引渡し時には、工事の出来高に応じ、各年度の契約額の範囲内で部分引渡しに係る業務

委託料の支払いをすることができる。 

 

  (4) 工事の出来高については、令和 8 年度：約 60％、令和 9 年度：約 40％である。 

 

   (5)  追加設計変更が生じた場合は、営繕課が定める監理委託料変更算定基準により委託料の変更を行う。 

    ただし、設計に契約不適合がある場合は除く。（契約不適合がある場合は当初設計受託者が設計変更を

行う） 

 

 



 別 表 

工 事 監 理 業 務  一 覧 表 

           処 理 区 分 
 
 
業 務 事 項 

       業務担当技術者     県 監 督 員  
    備   考 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

立 
会 

指
示 

承 
諾 

確 
認 

検 
査 

協
議 

調 
査 

報 
告 

立 
会 

同 
意 

確 
認 

検 
査 

処
理 

１ 書類関係               

工 事 工 程 表           ○  ○ 工程段階支払率表による 
県へ直接 

現場代理人及び主任技 
術者等選任(変更)通知書 

          ○  ○ 県へ直接 

施 工 管 理 技 術 者    ○    ○   ○    

技 術 者 台 帳           ○  ○ 県へ直接 

電 気 保 安 技 術 者    ○    ○   △    

工事用電力設備保安責任者    ○    ○   △    

技 能 資 格 者 証 明    ○    ○   △    

技能士チェックシート    ○    ○   △    

施 工 体 系 図    ○   △ ○   ○  △  

施 工 体 制 台 帳    ○   △ ○   ○  △  

再 下 請 負 通 知 書    ○   △ ○   ○  △  

工事実績情報サービス 
（ＣＯＲＩＮＳ） 

          ○  ○ 県へ直接 

官 公 署 竣 工 検 査 ○   ○    ○ ○  ○  ○ 消防署、労基局、警察
署、保健所等 

工事部分払検査請求書    ○    ○   ○  ○  

工 事 施 工 報 告 書    ○    ○   ○  ○  

工事報告(進達質疑)書        ○   ○  ○  

火 災 保 険 等    ○    ○   ○  ○ 火災保険、建設工事 

事 故 報 告 書    ○   ○ ○   ○  ○  

工事中止・解除通知 ○      ○ ○ △  ○  ○  

設計変更箇所一覧表 
 

   ○ 
 

  △ 
 

○ 
 

  ○ 
 

 
 

 
 

計画通知と発注図の整
合確認及び報告書の提
出を含む。 

設計変更箇所確認書    ○    ○   ○  ○  

材 料 品 検 収 願    ○   △ ○   ○   出荷証明等 

工事竣工検査請求書    ○    ○   ○  ○  

完 成 図 ・ 工 事 写 真 
そ の 他 

   ○    ○   ○  ○ 保全に関する資料 

 
 



 

           処 理 区 分 
 
 
業 務 事 項 

       業務担当技術者    県 監 督 員  
    備   考 
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会 

指
示 

承 
諾 

確 
認 

検 
査 

協
議 

調 
査 

報 
告 

立 
会 

同 
意 

確 
認 

検 
査 

処
理 

２ 準    備               

工 事 予 定 表    ○    ○  ○     

実 施 工 程 表  △ ○     ○  ○     

総 合 施 工 計 画 書  △ ○     ○  ○     

施 工 見 本 △  ○ ○    ○ △ ○     

仕上材、(色)の決定 ○  ○ ○    ○ △ ○     

施 工 図  △ ○     ○  △     

工 種 別 施 工 計 画 書  △ ○     ○  ○     

３ 材  料               

配 合 計 画 書  △ ○     ○  ○     

機 器 製 作 図 
（ 機 材 承 認 図 ） 

 △ ○     ○  ○     

同 等 品 使 用 願    ○   ○ ○   ○  ○  

材 料 品 検 収 願  △ ○  ○   ○  ○     

材料･製品検査(試験) 
工 場 検 査 

△ △  ○ △   ○ △  △ △   

４ 安 全 関 係               

支 障 物 件 確 認 書 
 

○   ○    ○ △  ○   支 障 物 件 確 認 書 
 

県監督員の確認後の工事着手とする。 

仮 囲 い 等 ○   ○    ○ △  △   安 全 再 確 認 シ ー ト 

墜落防止チェックシート    ○    ○   △    

足 場 
 

○   ○    ○ △  ○   足場チェックリスト 
 

県監督員の確認後の足場使用開始とする。 

５ 施  工               

敷 地 調 査 ○   ○    ○ △  △    

一工程の施工の確認 ○ △ ○ ○ ○   ○ △ ○ △ △  １工程毎 

工 法 提 案      ○  ○   ○    

 
 
 
 
 
 



           処 理 区 分 
 
 
業 務 事 項 

       業務担当技術者     県 監 督 員  
    備   考 
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会 

指
示 

承 
諾 

確 
認 

検 
査 

協
議 

調 
査 

報 
告 

立 
会 

同 
意 

確 
認 

検 
査 

処
理 

墨 出 検 査 △    ○   ○ △  △    

発 生 材 処 理 △   ○    ○ △  △    

鉄 筋 組 立 ○  ○  ○   ○ △  △   各部位毎 

鉄筋超音波探傷試験 ○  ○  ○   ○ △ △ △    

コ ン ク リ ー ト 工 事 ○  ○  ○   ○ △  
 

△    

鉄骨超音波探傷試験 ○  ○  ○   ○ △ △ △    

鉄 骨 締 付 建 方 ○  ○  ○   ○ △  △    

機 器 搬 入 取 付   ○  △   ○  △ △    

各工事区分間の調整   ○ ○   ○ ○  ○   ○  

施 設 管 理 者 と 
各 工 事 と の 調 整 

  ○ ○   ○ ○  ○   ○  

埋設物等の重要な施工 △  ○ ○ ○   ○ △ ○ △   ｽﾘｰﾌﾞ配管､ｲﾝｻｰﾄ取付
等 

設 備 機 能 試 験 
（検査・調整を含む） 

○    ○   ○ △  △    

各 種 測 定 結 果 表    ○    ○   △    

公 害 関 係 ○  ○     ○  ○   ○  

部 分 払 検 査 
中 間 検 査 

○    ○   ○ ○   ○ ○  

竣 工 検 査 ○    ○   ○ ○   ○ ○  

手 直 し 検 査 ○   ○ ○   ○ ○  ○ ○ ○  

               

  凡例：△ 必要とする場合のみ 
（注）立会等  の用語の定義は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書による 
      対象工事により必要となる業務事項を適用する 
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工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

NON

Ａ塔改修工事 全体

全体Ｂ塔改修工事

Ｃ塔改修工事 外部

内部

水難救助訓練施設 全体

車庫 全体

  Ａ塔屋内には施設管理者が継続的に使用する備品が

  ある為、施工者は施設管理者と事前打合せの元、施

  工を止める時間帯を決める等の対応が必要となる。

◎施設管理者との協議事項

◎施設管理者との協議事項

  プール防水については、Ｒ９年３月末までにプール

◎施設管理者との協議事項

  の部分使用を開始させること。

消

防

訓

練

施

設

等

改

修

工

事

  Ａ塔と同じ。

◎施設管理者との協議事項

  Ｃ塔屋外にあるホースリフター(消火ホース干し)は

  施設管理者が継続的に使用する為、施工者は施設管

  理者と事前打合せの元、施工を止める時間帯を決め
  る等の対応が必要となる。

令和8年度 令和9年度

外壁調査・補修足場組立準備工事 足場撤去 検査等

屋上防水
現場検査
※足場がないと屋上への昇降が難しい為

外壁調査・補修足場組立準備工事 足場撤去 検査等

屋上防水

外壁調査・補修足場組立準備工事 足場撤去 検査等

3階屋上防水

ｻｲﾝ改修

熱気供給 配管孔 内壁,床,天井ｽﾗﾌﾞ(躯体内面)調査・補修

ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷ

建具改修準備

建具改修準備

建具改修準備

ｼｽﾃﾑ撤去 補修
足場組立

(ﾗｲﾝ引き)

(ﾗｲﾝ引き)

(ﾗｲﾝ引き)

手摺新設
屋上ﾊｯﾁﾔﾘ替その他 (躯体内面補修との兼合い)

内・外壁調査・補修足場組立準備工事 足場撤去 検査等ｻｲﾝ改修外壁塗装

手摺改修準備

換気設備改修

高所作業車
準備工事 建具改修 検査等(発注等)

内壁調査・補修

内壁調査・補修

(注意１)

(注意１)

R階屋上防水

2階屋上防水

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

調査・製作 鉄骨製作 足場 内装・鉄骨撤去

配管・配線撤去

鉄骨工事 内装復旧

配線工事

足場撤去 検査

既存EV撤去 検査エレベーター設置エレベーター製作期間

６.５ヶ月

エレベーター使用停止期間(5.5ヶ月)

騒音

エ
レ
ベー

ター

エ
レ
ベー

ター 改
修
工
事
建
築

備
考

◎各棟の工事は同時進行を想定おり、工事を終えた箇所から順次、検査・引き渡しを行う。

◎(注意１)Ｂ塔屋上とＣ塔３階屋上は訓練で相互に使用するので、工事で使用できない期間はラップさせることが望ましい。

◎設備工事は上記建築工事に追従して行う必要こととなる。

◎Ａ、Ｂ、Ｃ塔及び水難救助訓練施設は１２月から工事着手すること。

準備 仮設工事

プール防水 (ﾗｲﾝ引き)

工事着手日：R8.12.1

Ｒ８営繕　防災センター・消防学校　北・鯛浜　屋外訓練施設等　
改修工事（着手日指定型） 工-001

概略工程表  (参考)

準備

契約

契約

契約

改
修
工
事

（

別
途
発
注
工
事）

（

本
工
事）

（

本
工
事）



徳島県県土整備部営繕課

図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

1/600

A2：100％

A3：70.7％

Ｎ

車庫
水難救助

屋内集配施設棟

浄化槽

備蓄倉庫棟

植 込

駐車場

植 込

植 込

植 込

LPG植 込 植 込

道　路

道
路

自転車

置場

受水槽

400ｍﾄﾗｯｸ

下部貯水槽

60ｔ60ｔ

水防訓練施設植込 植込

Ａ塔

倒壊建物等
救助訓練施設

訓練施設

植 込

道
路

植込

下部貯水槽

既設水路

既設水路

本館棟

公用駐車場

植込

徳
島北

警
察署

警
察
官
宿
舎

主要地方道徳島環状線

主要地方道徳島環状線

ｼﾞｪｰﾑｽ北島店

ﾂﾀ
ﾔ北

島
店

鯛浜字大西

鯛浜字向 鯛浜字かや

U-Car

ｶｰﾋﾟｶﾏﾙｼｪ

ｹﾞｰﾑｾﾝﾀｰ

ﾌｼﾞｸﾞﾗﾝ北島ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ

立体駐車場

立
体

駐
車

場

県道鯛浜　中村線

公　園

水
神

社

今切川

400ｍﾄﾗｯｸ

徳島市

徳島市

板野郡北島町
鯛浜

鯛浜字西ノ須

鯛浜字西ノ須

防災センター

徳島県消防学校

付近見取り図

工事場所

屋外

Ｎ

宿泊棟

教室

配置図　　1:600

凡例

DN

DN

Ｂ塔

Ｃ塔

工事車両進入経路

敷地出入口

イ

ア

エエ

エ
ウ

注

注

注

(※１)プール改修後は施設管理者がプールを使用する為
      プールへの動線を確保に努める

注
東面ホース干し場
は日常的に施設が
使用する

ホース干場

クレーン(図はﾗﾌﾀ-10t)
上階への材料吊上げ等
に活用

Ａ型バリケード(※１)

材料置場
イ

交

ア

イ 材料搬入・仮置エリア

ウ 消防訓練施設等改修工事 現場事務所等スペース

記号 内容

交 交通誘導員位置(参考)

屋外施工ヤード(周囲仮囲い)

・成形鋼板 H=2,000

(周囲仮囲い)

・成形鋼板 H=2,000

エ 外壁改修工事エリア(仮囲いなし想定)

  防水・外壁(屋外)改修中も
  施設管理者が建物施設に出入りできるよう
  仮囲い及び外部足場に出入口を設けること

注

記号 内容

工事エリア入口(キャスターゲート)

・ｷｬｽﾀ-ｹﾞ-ﾄ W=5,000、H=1,800

支障となる植栽の撤去については別図参照

棟 足場について

仮設工事など

枠組本足場(手すり先行方式)Ａ塔

建枠900×1700 布枠500+240 養生シート(防炎・類)Ｂ塔

Ｃ塔

水難 くさび緊結式足場(手すり先行方式)
救助
訓練
施設

建地900mm 養生シート(防炎・類)

石綿撤去工事用養生を行うこと

◎ドア、通路等の出入口に面する足場には、三方枠(ｺﾝﾊﾟﾈ)を設け、安全

に通行できるものとすること

三方枠(ｺﾝﾊﾟﾈ):A塔1箇所、B塔2箇所、C塔1箇所

三方枠(ｺﾝﾊﾟﾈ):水難3箇所(倉庫及び濾過機械室前)

1
0
.0

m×
2
5
.0

m程
度

：足場位置を示す。(参考)

25720

28
00

0

22020

28
00

0

三

三

三

三

三×2

三

三 ：三方枠位置示す。(参考)

配置図、付近見取図、仮設計画図(参考)(消防学校)

工事名 Ｒ８営繕　防災センター・消防学校　北・鯛浜　屋外訓練施設等　

改修工事（着手日指定型）

工事対象建物を示す（消防学校）

AA-001



徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

仕上表 NON

Ａ塔

棟名 部位

屋上

既存(現況・撤去)

ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水(6号ｹｲ砂入)
ｺﾝｸﾘ-ﾄこて押え

改修後

高圧水洗浄の上、
ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水(X-2H)粗面仕上げ

外壁 コンクリート打放し 撥水材吹付け 高圧水洗浄の上、クラック、欠損部の補修

外壁仕上げ改修なし

上面 ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水

ｺﾝｸﾘ-ﾄこて押え

高圧水洗浄の上、

ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水(X-2)

見上げ面
庇

コンクリート打放し 撥水材吹付け クラック、欠損部の補修のみ

外壁仕上げ改修なし

Ｂ塔 屋上 ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水(6号ｹｲ砂入)

ｺﾝｸﾘ-ﾄこて押え

高圧水洗浄の上、

ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水(X-2H)粗面仕上げ

外壁 コンクリート打放し 撥水材吹付け 高圧水洗浄の上、クラック、欠損部の補修

外壁仕上げ改修なし

上面 ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水

ｺﾝｸﾘ-ﾄこて押え

高圧水洗浄の上、

ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水(X-2H)粗面仕上げ

見上げ面

庇

コンクリート打放し ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付け 高圧水洗浄の上、下地調整

外装薄塗り材E

上面

立上り部

硬質ｺﾞﾑ(撤去) エチレンゴム(EPDM)シート t=20

ｽﾃﾝﾚｽ金具止め

Ｃ塔 屋上 ２Ｆ ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水(6号ｹｲ砂入)

ｺﾝｸﾘ-ﾄこて押え

高圧水洗浄の上、

ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水(X-2H)粗面仕上げ

３Ｆ ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水(6号ｹｲ砂入) 高圧水洗浄の上、

床板 木根太共撤去 桧 床板t=21 木材保護塗料塗り

木根太

６Ｆ

屋外階段 階段踏板 縞鋼板 既存のまま

ｺﾝｸﾘ-ﾄこて押え ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水(X-2H)粗面仕上げ

ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水(6号ｹｲ砂入) 高圧水洗浄の上、

ｺﾝｸﾘ-ﾄこて押え ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水(X-2H)粗面仕上げ

ＲＦ ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水(6号ｹｲ砂入) 高圧水洗浄の上、

ｺﾝｸﾘ-ﾄこて押え ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水(X-2H)粗面仕上げ

外壁 コンクリート打放し 撥水材吹付け 高圧水洗浄の上、クラック、欠損部の補修

外壁仕上げ改修なし

上面 ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水
ｺﾝｸﾘ-ﾄこて押え

高圧水洗浄の上、 2F北:ｳﾚﾀﾝ塗膜防水(X-2)
3F西:ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水(X-2H)粗面仕上げ

見上げ面

庇

コンクリート打放し 撥水材吹付け

上面
立上り部

硬質ｺﾞﾑ(撤去) エチレンゴム(EPDM)シート t=20
ｽﾃﾝﾚｽ金具止め

クラック、欠損部の補修のみ
外壁仕上げ改修なし

屋外階段 床 モルタルこて押え 既存のまま

ベ ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水
ｺﾝｸﾘ-ﾄこて押え

高圧水洗浄の上、
ｳﾚﾀﾝ塗膜防水(X-2)

上面

見上げ面

ラ

ン
ダ コンクリート打放し 撥水材吹付け クラック、欠損部の補修のみ

外壁仕上げ改修なし

ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾒﾀﾙ

根太L-50×50×5

既存のまま

水難救助訓練施設 屋根 ｶﾗ-ｽﾃﾝﾚｽ瓦棒t=0.45 既存のまま

ﾌﾟ-ﾙ槽(側面) ｳﾚﾀﾝ系塗床(6号ｹｲ砂入) 高圧水洗浄の上、下地調整、下地処理
ﾌﾟ-ﾙ用塗料塗りﾌﾟ-ﾙ槽内一般工法

ﾌﾟ-ﾙｻｲﾄﾞ

押えｺﾝｸﾘ-ﾄ

ｳﾚﾀﾝ系塗床(6号ｹｲ砂入) 高圧水洗浄の上、下地調整、下地処理
ﾌﾟ-ﾙｻｲﾄﾞ用塗料塗り防滑工法押えｺﾝｸﾘ-ﾄ

上面

見上げ面 外部用岩面吸音板 既存のまま

鉄部 溶融亜鉛ﾒｯｷの上、塗装 既存のまま

スロープ ｺﾝｸﾘ-ﾄ刷毛目仕上 既存のまま

外壁 コンクリート打放し 複層仕上塗材 クラック、欠損部の補修
水洗いの上、下地調整、防水形複層仕上塗材E

屋外階段 床 防水モルタル ウレタン塗床 既存のまま

車庫 建具(シャッター)改修工事のみ 内外共 仕上は既存のまま

◎外部仕上表

空気ﾎﾞﾝﾍﾞ充填機室

室名 部位

床

既存(現況・撤去)

ｺﾝｸﾘ-ﾄこて押え

改修後

既存のまま

壁・巾木 コンクリート打放し クラック、欠損部の補修のみ

◎【Ａ塔】内部仕上表

天井 コンクリート打放し クラック、欠損部の補修のみ

空気ﾎﾞﾝﾍﾞ庫 各部位 

(指定部のみ)

空気ﾎﾞﾝﾍﾞ充填機室 に同じ

少量危険物庫 各部位 空気ﾎﾞﾝﾍﾞ充填機室 に同じ

廃車車両等倉庫

室名 部位

床

既存(現況・撤去)

ｺﾝｸﾘ-ﾄ刷毛目地仕上

改修後

既存のまま

壁・巾木 コンクリート打放し 高圧水洗浄の上、クラック、欠損部の補修のみ

◎【Ｂ塔】内部仕上表

天井 コンクリート打放し クラック、欠損部の補修のみ

燃焼実験室 床

壁

天井

ｺﾝｸﾘ-ﾄ刷毛目地仕上 既存のまま

ｺﾝｸﾘ-ﾄﾌﾞﾛｯｸt=150化粧積 既存のまま

柱型・梁型等 コンクリート打放しの上 既存のまま

ｾﾗﾐｯｸ系耐火被覆t=25

コンクリート打放しの上 既存のまま

ｾﾗﾐｯｸ系耐火被覆t=25

竪穴救助訓練室

室名 部位

床

既存(現況・撤去)

ｺﾝｸﾘ-ﾄこて押え

改修後

既存のまま

壁・巾木 コンクリート打放し クラック、欠損部の補修のみ(指示部のみ)

◎【Ｃ塔】内部仕上表

天井 コンクリート打放し クラック、欠損部の補修

階

１

機械室 各部位 竪穴救助訓練室 に同じ

教官室 各部位 竪穴救助訓練室 に同じ

２ 竪穴救助訓練室 床 ｺﾝｸﾘ-ﾄこて押え 既存のまま

壁・巾木 コンクリート打放し クラック、欠損部の補修のみ(指示部のみ)

天井 コンクリート打放し クラック、欠損部の補修のみ

消火訓練室 各部位 竪穴救助訓練室 に同じ

教官室 各部位 竪穴救助訓練室 に同じ

３ 竪穴救助訓練室 床 ｺﾝｸﾘ-ﾄこて押え 既存のまま

壁・巾木 コンクリート打放し クラック、欠損部の補修のみ

天井 コンクリート打放し クラック、欠損部の補修のみ

(指示部のみ)

消火訓練室 各部位 竪穴救助訓練室 に同じ

教官室 各部位 竪穴救助訓練室 に同じ

４ 住宅火災消火 床 ｺﾝｸﾘ-ﾄこて押え 既存のまま

壁・巾木 コンクリート打放し クラック、欠損部の補修のみ

天井 コンクリート打放し クラック、欠損部の補修のみ

(指示部のみ)

教官室 各部位 住宅火災消火訓練室 に同じ

５ 床 ｺﾝｸﾘ-ﾄこて押え 既存のまま

壁・巾木 コンクリート打放し クラック、欠損部の補修のみ

天井 コンクリート打放し クラック、欠損部の補修のみ

(指示部のみ)

訓練指定場所 各部位 竪穴救助訓練室 に同じ

  訓練室

共同住宅消火
  訓練室

６ 床 ｺﾝｸﾘ-ﾄこて押え 既存のまま

壁・巾木 コンクリート打放し クラック、欠損部の補修のみ

天井 コンクリート打放し クラック、欠損部の補修のみ

(指示部のみ)

はじご自動車

    架梯訓練室

７ はじご自動車

    架梯訓練室
各部位 ６階 に同じ

濾過機械室

室名 部位

床

既存(現況・撤去)

ｺﾝｸﾘ-ﾄこて押え 防塵塗床

改修後

既存のまま

壁・巾木 コンクリート打放し クラック、欠損部の補修のみ

◎【水難救助訓練施設】内部仕上表

天井 コンクリート打放し クラック、欠損部の補修のみ

物置・物置奥 床

倉庫(1) 各部位 濾過機械室 に同じ

倉庫(2) 各部位 濾過機械室 に同じ

観察室 床 ｺﾝｸﾘ-ﾄこて押え 防塵塗床 既存のまま

壁・巾木 壁：コンクリート打放し 壁：高圧水洗浄の上、クラック、欠損部の補修

天井 アルミリブ板 既存のまま

女子便所 床 磁器タイル 既存のまま

壁・巾木 陶器質タイル

天井 アルミリブ板 既存のまま

既存のまま

男子便所 各部位 女子便所 に同じ

多目的便所 各部位 女子便所 に同じ

シャワー室 各部位 女子便所 に同じ

共
通

階段室 モルタルこて押え床

壁・巾木

天井

コンクリート打放し クラック、欠損部の補修のみ

コンクリート打放し クラック、欠損部の補修のみ

(指示部のみ)

煙道 モルタルこて押え床

壁・巾木

既存のまま

耐火レンガt=60

既存のまま

既存のまま

柱型・梁型等 コンクリート打放しの上 既存のまま
ｾﾗﾐｯｸ系耐火被覆t=25

壁・巾木 コンクリート打放し クラック、欠損部の補修のみ

天井 コンクリート打放し クラック、欠損部の補修のみ

ｺﾝｸﾘ-ﾄこて押え 一部地面露出部 土間コンクリート新設

  

巾木：ビニル巾木 H=60 巾木：既存のまま

クラック、欠損部の補修

○RC壁及びRC床の指示箇所(位置・寸法は各階平面図に記載)を開口閉塞を行うこと。

ｳﾚﾀﾝ系塗床 高圧水洗浄の上、下地調整、下地処理
ﾌﾟ-ﾙ用塗料塗りﾌﾟ-ﾙ槽内防滑工法押えｺﾝｸﾘ-ﾄ

ﾌﾟ-ﾙ槽(底)

改修工事（着手日指定型）

Ｒ８営繕　防災センター・消防学校　北・鯛浜　屋外訓練施設等

AA-002



徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

消防訓練施設 Ａ塔,Ｂ塔  立面図

AB-002

1/100

A2：100％

A3：70.7％

消防訓練施設Ａ塔 北側

a2 a1 a2a1 aAaBaA aB

消防訓練施設Ａ塔 南側 消防訓練施設Ａ塔 西側消防訓練施設Ａ塔 東側

b1b2 bA bB bC bD

消防訓練施設Ｂ塔 北側 消防訓練施設Ｂ塔 東側

b1 b2

消防訓練施設Ｂ塔 南側

bAbBbCbD

消防訓練施設Ｂ塔 西側

70
0
0

▽ＧＬ

▽最高高さ

70
0
0

▽ＧＬ

▽最高高さ

エチレンゴム(EPDM)シート t=20

ｽﾃﾝﾚｽ金具止め

A塔 北側

壁クラック（m）

0.2mm以上1.0mm以下

計

1階部分　外壁補修数量

樹脂注入工法改修工法

壁クラックを示す(クラック幅0.2mm以上、1.0mm以下)

1.0mm超

Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

(クラック幅1.0mm超のクラックの場合は図面にその旨を記載)

欠損

鉄筋露出

充填工法(ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填工法)

ﾓﾙﾀﾙ面 ｺﾝｸﾘｰﾄ面

 1.04

 2.58

 22.19 

 2.33

11.78

特記

欠損部：図示

    東側

    南側

    西側

B塔 北側

    東側

    南側

    西側

(既存Uｶｯﾄ補修跡含む)

ｺﾝｸﾘｰﾄ面

1.0

1.0
1.0

1.0

1.0

1.0 1.0

1.0

1.0
1.0

外壁改修仕様(消防訓練施設Ａ塔、Ｂ塔共通)

記号 現況・撤去 改修後

特記箇所

以外

コンクリート打放し 撥水材吹付け 高圧水洗浄、クラック、欠損部の補修のみ

外壁仕上げ改修なし

コンクリート打継目地

シーリング材撤去

シーリング打替え

a
Ｂ塔 庇 立上り部

硬質ゴム撤去

a

外壁塗装部

フッ素樹脂塗料によるペイント(色分け有り)

ＤＰ塗り Ａ種(ふっ素樹脂系) 塗替え

  ……上塗り材にて既存色分けを再現すること

b1
外壁 方位表示塗装

フッ素樹脂塗料によるペイント(2600*2600程度)

ＤＰ塗り Ａ種(ふっ素樹脂系) 塗替え

b1 b1 b1

b1 b1 b1

b2
外壁 番号記号表示塗装

フッ素樹脂塗料によるペイント(160*400程度)

ＤＰ塗り Ａ種(ふっ素樹脂系) 塗替え

b2

訓練用煙道ダクト接続部：
c

シール材撤去

シーリング打替え

c c

 8.36

 5.98

 4.23

 1.32

 8.13

(白)

(赤)

(白)

(赤)

(○は赤)

※(  )は色分けについて

(ﾀﾞｸﾄ継目ｼ-ﾙ材取替については別図参照)

外壁付設備機器(換気ﾌ-ﾄﾞ) 周囲シーリング打替えe1

e1 e1

Ｒ８営繕　防災センター・消防学校　北・鯛浜　屋外訓練施設等　

改修工事（着手日指定型）



徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

消防訓練施設 Ｃ塔  立面図(1)

C-004

1/100

A2：100％

A3：70.7％

c1c2c3C4

消防訓練施設Ｃ塔 北側

cA cB cC cD cE

消防訓練施設Ｃ塔 東側

24
5
00

7
00

0

3
50

0
35

00

10
5
00

3
50

0
35

0
0

3
5
00

7
00

0

3
50

0
35

00

▽ＧＬ

▽２ＦＬ

▽３ＦＬ

▽４ＦＬ

▽５ＦＬ

▽６ＦＬ

▽７ＦＬ

▽ＲＦＬ

C塔 北側

壁クラック（m）

0.2mm以上1.0mm以下

計

1階部分　外壁補修数量

樹脂注入工法改修工法

壁クラックを示す(クラック幅0.2mm以上、1.0mm以下)

1.0mm超

Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

(クラック幅1.0mm超のクラックの場合は図面にその旨を記載)

欠損

鉄筋露出

充填工法(ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填工法)

ﾓﾙﾀﾙ面 ｺﾝｸﾘｰﾄ面

 6.29

 1.85

 23.11  2.42

特記

欠損部：図示

    東側

    南側

    西側

(既存Uｶｯﾄ補修跡含む)

ｺﾝｸﾘｰﾄ面

外壁改修仕様(消防訓練施設Ｃ塔)

記号 現況・撤去 改修後

特記箇所

以外

コンクリート打放し 撥水材吹付け 高圧水洗浄、クラック、欠損部の補修のみ

外壁仕上げ改修なし

コンクリート打継目地

シーリング材撤去

シーリング打替え

a
Ｂ塔 庇 立上り部 エチレンゴム(EPDM)シート t=20

硬質ゴム撤去

外壁塗装部

ｽﾃﾝﾚｽ金具止め

フッ素樹脂塗料によるペイント(色分け有り)

ＤＰ塗り Ａ種(ふっ素樹脂系) 塗替え

  ……上塗り材にて既存色分けを再現すること

b1
外壁 方位表示塗装

フッ素樹脂塗料によるペイント(2600*2600程度)

ＤＰ塗り Ａ種(ふっ素樹脂系) 塗替え

b2
外壁 番号記号表示塗装

フッ素樹脂塗料によるペイント(400*400程度)

ＤＰ塗り Ａ種(ふっ素樹脂系) 塗替え

 1.06

13.91  2.42

b1

b1

b3
外壁 階数表示塗装

フッ素樹脂塗料によるペイント(200*3000程度)

ＤＰ塗り Ａ種(ふっ素樹脂系) 塗替え

b4
外壁 建具表示塗装

フッ素樹脂塗料によるペイント(600*300程度)

ＤＰ塗り Ａ種(ふっ素樹脂系) 塗替え

b2

b3

b3

b3

b3

b3

b4

b4

b4

b4

b4

b4 b4

b4

b4

b4

b4

b3

b3

b3

b3

b3

b3

b3

b4

b4

b4

b4

b4

b4

b4

b4 b4 b4

b4b4b4

b4 b4

b4 b4

d
フリークライミングウォール

dd

d

d

d

d

d

d

d

アウターホールド 全撤去

撤去跡  ﾎﾟﾘﾏ-ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ埋め

・アウターホールド

・埋込インサートカップ SUS製(撤去)

・支点ハンガー用埋込アンカー  SUS製 支点ハンガー用埋込アンカー 既存のまま

外壁付設備機器(模擬煙発生機)

周囲シーリング打替えe1 外壁付設備機器(換気ﾌ-ﾄﾞ)

e2 周囲シーリング打替え

e1

e1

e1

e2

e2

e2

e2

e2

e2

e2

f
ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ物置(1800*720*2150)
(撤去)

f f

改修工事（着手日指定型）

Ｒ８営繕　防災センター・消防学校　北・鯛浜　屋外訓練施設等　



徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

水難救助訓練施設 立面図(1)

D-003

1/100

A2：100％

A3：70.7％

水難救助訓練施設 南側(曲面を平面化) 水難救助訓練施設 西側(1) 水難救助訓練施設 西側(2)

水難救助訓練施設 北・東側(曲面を平面化)

水難救助訓練施設 西側(3) 水難救助訓練施設 東側

手洗い場 南側 手洗い場 西側 手洗い場 北側 手洗い場 東側 階段 南側 階段 西側 階段 北側 階段 東側

中桟取付
手摺改修

中桟取付
手摺改修

中桟取付
手摺改修

中桟取付
手摺改修

中桟取付
手摺改修

中桟取付
手摺改修

中桟取付
手摺改修

中桟取付
手摺改修

中桟取付
手摺改修

中桟取付
手摺改修

中桟取付
手摺改修

支柱間距離
560mm程度/箇所

支柱間距離
880mm程度/箇所

支柱間距離
650mm程度/箇所

支柱間距離
845mm程度/箇所

支柱間距離
830mm程度/箇所

中桟取付
手摺改修

支柱間距離
480mm程度

支柱間距離
890mm程度/箇所

支柱間距離
890mm程度/箇所

支柱間距離
890mm程度/箇所

支柱間距離

545・715・695mm程度

支柱間距離

745mm程度/箇所

支柱間距離

815mm程度/箇所

支柱間距離

745mm程度/箇所

支柱間距離

815mm程度/箇所

支柱間距離

500mm程度

(角)支柱間距離
350mm程度

(角)支柱間距離
350mm程度

(角)支柱間距離
350mm程度

(角)支柱間距離
280mm程度

(角)支柱間距離
280mm程度

(角)支柱間距離
350mm程度

外壁改修仕様(水難救助訓練施設)

記号 現況・撤去 改修後

特記箇所

以外

コンクリート打放し 複層仕上塗材 クラック、欠損部の補修

水洗いの上、下地調整、防水形複層仕上塗材E

コンクリート打継目地

シーリング材撤去

シーリング打替え

b4
外壁 建具表示塗装

フッ素樹脂塗料によるペイント(600*300程度)

ＤＰ塗り Ａ種(ふっ素樹脂系) 塗替え

b4

b4 b4 b4 b4

南側

壁クラック（m）

0.2mm以上1.0mm以下

計

1階部分　外壁補修数量

樹脂注入工法改修工法

壁クラックを示す(クラック幅0.2mm以上、1.0mm以下)

1.0mm超

Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

(クラック幅1.0mm超のクラックの場合は図面にその旨を記載)

欠損

鉄筋露出

充填工法(ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填工法)

ﾓﾙﾀﾙ面 ｺﾝｸﾘｰﾄ面 ｺﾝｸﾘｰﾄ面

54.13

 23.13

259.02

特記

欠損部：図示

西側(1)

西側(2)

北・東側

西側(3)

東側

手洗い場

階段

 5.95

 80.40

 35.40

 57.99

  2.02

屋根部(柱)

ﾌﾟ-ﾙ 東側

    北側

    西側

    南側

7.48

7.48

Ｒ８営繕　防災センター・消防学校　北・鯛浜　屋外訓練施設等　

改修工事（着手日指定型）



Ｒ８営繕　防災センター・消防学校　北・鯛浜　屋外訓練施設等　

徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

A-001

1/600

A2：100％

A3：70.7％

Ｎ

車庫
水難救助

屋内集配施設棟

浄化槽

備蓄倉庫棟

駐車場

植 込

植 込

植 込

LPG植 込 植 込

道　路

道
路

自転車

置場

受水槽

400ｍﾄﾗｯｸ

下部貯水槽

60ｔ60ｔ

水防訓練施設植込 植込

Ａ塔

倒壊建物等

救助訓練施設

訓練施設

植 込

道
路

植込

下部貯水槽

既設水路

既設水路

本館棟

公用駐車場

植込

徳
島北

警
察署

警
察
官
宿
舎

主要地方道徳島環状線

主要地方道徳島環状線

ｼﾞｪｰﾑｽ北島店

ﾂﾀ
ﾔ北

島
店

鯛浜字大西

鯛浜字向 鯛浜字かや

U-Car

ｶｰﾋﾟｶﾏﾙｼｪ

ｹﾞｰﾑｾﾝﾀｰ

ﾌｼﾞｸﾞﾗﾝ北島ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ

立体駐車場

立
体

駐
車

場

県道鯛浜　中村線

公　園

水
神

社

今切川

400ｍﾄﾗｯｸ

徳島市

徳島市

板野郡北島町
鯛浜

鯛浜字西ノ須

鯛浜字西ノ須

防災センター

徳島県消防学校

付近見取り図

工事場所

屋外

Ｎ

宿泊棟

教室

配置図　　1:600

凡例

工事対象建物を示す

DN

DN

Ｂ塔
Ｃ塔

工事車両進入経路

敷地出入口

工事車両進入経路

車庫

工事エリア入口(キャスターゲート)

記号 内容

○本館(防災センター)の閉館日は月曜日、第一火曜日(ただし、月曜日が祝日の場合は、開館)

○エレベーター改修工事への搬出入は開館時間外もしくは閉館日に行うこと。

○本館(防災センター)の開館時間は9：00～17:00まで

仮設工事など【本工事】

施設出入口ア

ア エレベーター改修工事 屋外施工ヤード(周囲仮囲い)

通路幅1.5m確保

5
.3

m
×

16
.0

m
程

度

・成形鋼板 H=2,000

・ｷｬｽﾀ-ｹﾞ-ﾄ W=5,000、H=1,800

交

交

備蓄倉庫棟出入口階段
(注)

車庫出入口
(エレベーター周囲既存強化ガラス取外し後の保管場所)

※別工事と共有とする

※別工事と共有とする

工事対象建物を示す

（防災センター）

（消防学校）

※別工事：防災センターエレベーター改修工事

交通誘導員位置(参考)

防災センター　エレベーター改修工事 注意事項

改修工事（着手日指定型）

付近見取図、配置図、仮設計画図(参考)(防災センター)



徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

平面詳細図 1階 現況・撤去

A-005

1/20

A2：100％

A3：70.7％

▽ＧＬ

▽１ＦＬ

1
0
0

evBev1

▽ＧＬ

▽１ＦＬ

1
0
0

ｼﾝﾀﾞ-ｺﾝｸﾘ-ﾄ部分撤去 詳細図

乗場釦(既存のまま)

SUS手摺 FB-6×40(撤去)

ＥＶ

6600

e3 e4

2050 2500 2050

1712.531751712.5

エレベーター(撤去)【別工事】

56
08

eB1

eC

40
0

26
50

18
27

.
5

1
13

0
.5

22
34

▽ＥＶ支持柱通り芯

BPL-16
EV支持柱 216.3φ×6.0(撤去)

ﾀｲﾙｶ-ﾍﾟｯﾄt=6.5
床仕上：

ﾀｲﾙｶ-ﾍﾟｯﾄt=6.5
床仕上：

花崗岩t=30

床仕上：

SUS手摺 φ42.7
SUS支柱 PL-10*3

(撤去)
(撤去)

1階EV囲い鉄骨ﾌﾚ-ﾑ

ｶﾞﾗｽ：強化ガラスt=12

枠：化粧鋼板t=1.6

1階EV囲い(四方)(本工事)

      飛散防止ｶﾞﾗｽﾌｨﾙﾑ

(取外し・敷地内保管)

(撤去)

(既存のまま)

乗場敷居(既存のまま)

乗場三方枠(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)

1階EV囲い鉄骨ﾌﾚ-ﾑ

(既存のまま)

SU
S
手

摺
 F

B
-6

×
40

(
撤

去
)

S
US

手
摺

 
FB

-6
×

4
0(

撤
去

)

(撤去)

SU
S手

摺
 F

B-
6
×

40
(撤

去
)

S
US

手
摺

 
FB

-6
×

4
0(

撤
去

)

BPL-16
(撤去)EV支持柱 216.3φ×6.0(撤去)

1階EV囲い鉄骨ﾌﾚ-ﾑ

(既存のまま)

1階EV囲い鉄骨ﾌﾚ-ﾑ
(既存のまま)

▽上部天井端部

▽上部天井端部

仮
囲

い
 
成

形
鋼

板
 
H=

2,
0
00

仮
囲

い
 成

形
鋼

板
 
H=

2,
00

0

      ｶﾞﾗｽ周囲ｼ-ﾘﾝｸﾞ (撤去)

※図中の仮囲い、仮設間仕切りなどの位置は参考程度
廊下(1)

ｼﾝﾀﾞ-ｺﾝｸﾘ-ﾄ(新設柱部,部分撤去) ｼﾝﾀﾞ-ｺﾝｸﾘ-ﾄ(新設柱部,部分撤去)

ｼﾝﾀﾞ-ｺﾝｸﾘ-ﾄ(新設柱部,部分撤去)ｼﾝﾀﾞ-ｺﾝｸﾘ-ﾄ(新設柱部,部分撤去)

ﾀｲﾙｶ-ﾍﾟｯﾄt=6.5

床仕上：

(部分撤去)

A

B

C

D

展開方向

※屋外搬出のため、鉄骨柱切断作業あり

仮囲い 成形鋼板 H=2,000

撤去範囲を示す

記号 内容

仮囲い 成形鋼板 H=2,000
仮囲い中：床養生(床ﾌﾞﾙ-ｼ-ﾄの上、コンパネ敷き程度)

仮囲いの位置を示す

周囲ｶｯﾀ-入れ 周囲ｶｯﾀ-入れ

周囲ｶｯﾀ-入れ 周囲ｶｯﾀ-入れ

0.50m

0
.3

7
m

0.50m

0
.3

7
m

0.
45

m

0.35m0.35m

0.
4
5m

ｶｯﾀ-切り ｶｯﾀ-切り

ｼﾝﾀﾞ-ｺﾝｸﾘ-ﾄ
(新設柱部,部分撤去)

周囲

ｼﾝﾀﾞ-ｺﾝｸﾘ-ﾄ
(新設柱部,部分撤去)

Ｒ８営繕　防災センター・消防学校　北・鯛浜　屋外訓練施設等　

改修工事（着手日指定型）



徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

A-006

1/20

A2：100％

A3：70.7％

取付材：H-125×125×6.5×9

25002050 2050

乗場装置

面材：強化ガラスt=12、飛散防止フィルム

三方枠：SUS-FBt=1.6
三方枠補強材：［-125×65×6.0×8.0

腰壁：

飛散防止フィルム
強化ガラスt=12

手摺：SUS40φHL
手摺支柱：FB-45×9

吹抜

(既存のまま)

(既存のまま)

6600

e3 e4

ＥＶ

56
08

eB1

eC

22
34

エレベーター(撤去)【別工事】

腰壁：

飛散防止フィルム
強化ガラスt=12

手摺：SUS40φHL
手摺支柱：FB-45×9

(既存のまま)

垂壁仕上 ｽﾁ-ﾙﾊﾟﾈﾙt=1.2(撤去)

76.3φ×4.0(撤去)

EV支持柱 216.3φ×6.0(撤去)EV支持柱 216.3φ×6.0(撤去)

76.3φ×4.0(撤去)

垂壁仕上 ｽﾁ-ﾙﾊﾟﾈﾙt=1.2(撤去)

仮設間仕り B種(仕上 石こうﾎﾞ-ﾄﾞ)

仮
設

間
仕

り
 B

種
(
仕

上
 石

こ
う

ﾎﾞ
-ﾄ

ﾞ
)

仮
設

間
仕

り
 B

種
(
仕

上
 
石

こ
う

ﾎ
ﾞ-

ﾄﾞ
)

廊下(4)

A

B

C

D

展開方向※図中の仮囲い、仮設間仕切りなどの位置は参考程度

撤去範囲を示す

記号 内容

仮囲い 成形鋼板 H=2,000
仮囲い中：床養生(床ﾌﾞﾙ-ｼ-ﾄの上、コンパネ敷き程度)

仮囲いの位置を示す

平面詳細図 2階 現況・撤去

Ｒ８営繕　防災センター・消防学校　北・鯛浜　屋外訓練施設等　

改修工事（着手日指定型）



徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

平面詳細図 2階上部 現況・撤去

A-007

1/20

A2：100％

A3：70.7％

25002050 2050

吹抜

6600

e3 e4

56
08

eB1

eC

22
34

EV支持柱 216.3φ×6.0(撤去)EV支持柱 216.3φ×6.0(撤去)

76.3φ×4.0(撤去)76.3φ×4.0(撤去)

壁仕上 繊維強化せっこうボードt=8(撤去)

ＥＶ

A

B

C

D

展開方向

エレベーター(撤去)【別工事】

撤去範囲を示す

記号 内容

壁仕上 繊維強化せっこうボードt=8(撤去)

Ｒ８営繕　防災センター・消防学校　北・鯛浜　屋外訓練施設等　

改修工事（着手日指定型）



徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

平面詳細図 1階 改修後

A-008

1/20

A2：100％

A3：70.7％

C1

2
5

30

C2

30
3
6

2260昇降路内法

299 1662 299

2170 2170

31 1600 31

16
0

58
5

11
00

28
5

21
30

▽おもりﾚ-ﾙ芯

▽かごﾚ-ﾙ芯

▽かご面先端

900WG

巻上機

制
御

盤

1700BG

285

11301130

2260

△
お

も
り

芯

△
か

ご
芯

1
19

3

2170 2170

21
3
0

2
00

0
1
30

30
1
49

5
6
0

26
0

1
55

11
5

1
3
50

3
0

昇
降

路
内

法

か
ご

外
法

か
ご

内
法

56
08

乗場釦(天端操作ﾊﾟﾈﾙのみ新設)【別工事】

6600

3175 1712.51712.5

26
50

18
27

.
5

1
13

0
.5

廊下(1)

展示・ホール

eB1

eC

e3 e4

6
0 60

6060

6
0 6
0

1階EV囲い 1階EV囲い(四方)

歩行者用補助手すり(新設)
ﾍﾞ-ｽﾌﾟﾚ-ﾄ納まり

ｶﾞﾗｽ：強化ガラスt=12

      ｶﾞﾗｽ周囲ｼ-ﾘﾝｸﾞ

(再取付)

(新設)

2050 20502500

ev1 ev2

2
0
25

1
4
93

20
90

evA

evB

      飛散防止ｶﾞﾗｽﾌｨﾙﾑ (新設)

10
0

SUS手摺 FB-9×40HL(新設) 1900

100

1
00

0

SU
S手

摺
 F

B-
9×

40
HL

(新
設

)

100

1
00

0

SU
S手

摺
 F

B-
9×

40
HL

(新
設

)

5
5
0

SU
S手

摺
 F

B-
9
×

40
HL

(
新

設
)

100

5
5
0

SU
S手

摺
 F

B-
9
×

40
HL

(
新

設
)

100

13
85

歩
行

者
用

補
助

手
す

り
(新

設
)

ﾍ
ﾞ-

ｽ
ﾌﾟ

ﾚ-
ﾄ納

ま
り

ﾀｲﾙｶ-ﾍﾟｯﾄt=6.5
床仕上：

(新設)

30
78

.3

2
00

27
68

63
.5

6
3.

5

28
95

1
38

5
10

8.
3

63.5 3293 63.5

3420

108.3

75

1785 108.3

75

1785

3786.6

7
5

A

B

C

D

展開方向

あ あ

あ
あ

床タイルカーペット新設範囲を示す

記号 内容

あ EV鉄骨柱、梁、ベースプレート等の新設鉄部
ＳＯＰ塗り

エレベーター【別工事】

ﾚ-ﾙﾌﾞﾗｹｯﾄ
(別工事)

床ｼﾝﾀﾞ-ｺﾝｸﾘ-ﾄ

柱・手摺等撤去跡 ﾓﾙﾀﾙにより補修
ｶﾞﾗｽ間仕切

内側床

EVﾋﾟｯﾄ内部

壁・床防水ﾓﾙﾀﾙ

エレベーター関係機器撤去跡 防水ﾓﾙﾀﾙにより補修

特記

(設計上の数量は範囲内の10%を計上している)

(設計上の数量は範囲内の10%を計上している)

70
50

5050

50
50

50

BPL周囲：
ﾓﾙﾀﾙ塗り
厚55程度

BPL周囲：
ﾓﾙﾀﾙ塗り
厚55程度

BPL周囲：
ﾓﾙﾀﾙ塗り
厚66程度 BPL周囲：

ﾓﾙﾀﾙ塗り
厚66程度

BPL周囲：
ﾓﾙﾀﾙ塗り
厚55程度

▽ＧＬ

▽１ＦＬ

1
00

evBev1

▽ＧＬ

▽１ＦＬ

1
00

BPL周囲：
ﾓﾙﾀﾙ塗り
厚66程度

BPL周囲ﾓﾙﾀﾙ塗り 詳細図

レ

記号 仕様

▽ＧＬ

▽１ＦＬ

1
0
0

お
も

り
レ

ー
ル

(
か

ご
レ

ー
ル

)

ﾚ-ﾙﾌﾞﾗｹｯﾄ

ﾌﾞﾗｹｯﾄ固定用ﾌｧｽﾅ-

接着系アンカー

1
1
50

25
0

14
00

(参考図)

ﾌﾞﾗｹｯﾄ固定用ﾌｧｽﾅ-：L-100×100×10
接着系アンカー 2-M16 二重ナット袋ナット付き

【別工事】

【本工事】

ﾚ-ﾙﾌﾞﾗｹｯﾄ：L-100×100×10 (溶接によりﾌﾞﾗｹｯﾄ固定用ﾌｧｽﾅ-に留付け)

レ
レ

レ レ

ただし、上記の鉄部はﾚ-ﾙﾌﾞﾗｹｯﾄ含め、本工事でＳＯＰ塗りを行うこと

Ｒ８営繕　防災センター・消防学校　北・鯛浜　屋外訓練施設等　

改修工事（着手日指定型）



徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

平面詳細図 2階 改修後

A-009

1/20

A2：100％

A3：70.7％

900WG

1700BG

285

11301130

2260

△
お

も
り

芯

△
か

ご
芯

21
3
0

2
00

0
1
30

30
1
49

5
6
0

26
0

1
55

11
5

1
3
50

3
0

昇
降

路
内

法

か
ご

外
法

か
ご

内
法

16
0

58
5

11
00

28
5

21
30

▽おもりﾚ-ﾙ芯

▽かごﾚ-ﾙ芯

▽かご面先端

2260昇降路内法

299 1662 299

2170 2170

31 1600 31

吹抜

廊下(4)

56
08

eB1

eC

(既存のまま) (既存のまま)

6600

e3 e4

2050 20502500

ev1 ev2

2
0
25

1
4
93

20
90

evA

evB

垂壁仕上 ｽﾁ-ﾙﾊﾟﾈﾙt=1.2ｱｸﾘﾙ樹脂焼付(新設)

垂壁仕上ｽﾁ-ﾙﾊﾟﾈﾙヤリ替え範囲を示す

記号 内容

あ EV鉄骨柱、梁、ベースプレート等の新設鉄部

ＳＯＰ塗り

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ あ

エレベーター【別工事】

200825 200 280995

ﾚ-ﾙﾌﾞﾗｹｯﾄ
(別工事)

ﾚ-ﾙﾌﾞﾗｹｯﾄ
(別工事)

ﾚ-ﾙﾌﾞﾗｹｯﾄ
(別工事)

ﾚ-ﾙﾌﾞﾗｹｯﾄ
(別工事)

垂壁仕上 ｽﾁ-ﾙﾊﾟﾈﾙt=1.2ｱｸﾘﾙ樹脂焼付(新設)

Ｒ８営繕　防災センター・消防学校　北・鯛浜　屋外訓練施設等　

改修工事（着手日指定型）



徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

平面詳細図 2階上部 改修後

A-010

1/20

A2：100％

A3：70.7％

285

11301130

2260

△
お

も
り

芯

△
か

ご
芯

21
3
0

2
00

0
1
30

30
1
49

5
6
0

26
0

1
55

11
5

1
3
50

3
0

昇
降

路
内

法

か
ご

外
法

か
ご

内
法

16
0

58
5

11
00

28
5

21
30

▽おもりﾚ-ﾙ芯

▽かごﾚ-ﾙ芯

▽かご面先端

2260昇降路内法

299 1662 299

2170 2170

31 1600 31

吹抜

17
5

4.
5

10
0

4
5.

5

廊下(4)

6600

e3 e4

2050 20502500

ev1 ev2

56
08

eB1

eC

2
0
25

1
4
93

20
90

evA

evB

壁仕上 繊維強化石こうボードt=8(曲面加工)(新設)

A

B

C

D

展開方向

       EP-G塗り

壁仕上 繊維強化石こうボードt=8(曲面加工)(新設)
       EP-G塗り

記号 内容

あ EV鉄骨柱、梁、ベースプレート等の新設鉄部

ＳＯＰ塗り

あ

あ ああ

あ
あ

あ

エレベーターかご吊上げ・据付け時に必要

据え付け完了後撤去

揚重ビーム12:H-125×125×6.5×9

エレベーターかご吊上げ・据付け時に必要

据え付け完了後撤去

揚重ビーム10:H-100×100×6×8

22
0

8
80

▽揚重ﾋﾞ-ﾑ芯

▽揚重ﾋﾞ-ﾑ芯

Ｒ８営繕　防災センター・消防学校　北・鯛浜　屋外訓練施設等　

改修工事（着手日指定型）



水難救助

徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

付近見取図、配置図、仮設計画図(参考)

B-001

1/600

A2：100％

A3：70.7％

Ｎ

車庫

屋内集配施設棟

浄化槽

備蓄倉庫棟

駐車場

植 込

植 込

植 込

LPG植 込 植 込

道　路

道
路

自転車

置場

受水槽

400ｍﾄﾗｯｸ

下部貯水槽

60ｔ60ｔ

水防訓練施設植込 植込

Ａ塔

倒壊建物等

救助訓練施設

訓練施設

植 込

道
路

植込

下部貯水槽

既設水路

既設水路

本館棟

公用駐車場

植込

徳
島北

警察
署

警
察
官
宿
舎

主要地方道徳島環状線

主要地方道徳島環状線

ｼﾞｪｰﾑｽ北島店

ﾂﾀ
ﾔ北

島
店

鯛浜字大西

鯛浜字向 鯛浜字かや

U-Car

ｶｰﾋﾟｶﾏﾙｼｪ

ｹﾞｰﾑｾﾝﾀｰ

ﾌｼﾞｸﾞﾗﾝ北島ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ

立体駐車場

立
体

駐
車

場

県道鯛浜　中村線

公　園

水
神

社

今切川

400ｍﾄﾗｯｸ

徳島市

徳島市

板野郡北島町
鯛浜

鯛浜字西ノ須

鯛浜字西ノ須

防災センター

徳島県消防学校

付近見取り図

工事場所

屋外

Ｎ

宿泊棟

教室

配置図　　1:600

凡例

工事対象建物を示す

DN

DN

Ｂ塔
Ｃ塔

敷地出入口

工事車両進入経路(本工事)

車庫

工事エリア入口(キャスターゲート)エレベーター改修工事 注意事項

記号 内容

○本館(防災センター)の閉館日は月曜日、第一火曜日(ただし、月曜日が祝日の場合は、開館)

○エレベーター改修工事への搬出入は開館時間外もしくは閉館日に行うこと。

○本館(防災センター)の開館時間は9：00～17:00まで

仮設工事など【別工事】

施設出入口ア

ア エレベーター改修工事 屋外施工ヤード(周囲仮囲い)

通路幅1.5m確保

5
.3

m×
1
6
.0

m程
度

・成形鋼板 H=2,000

・ｷｬｽﾀ-ｹﾞ-ﾄ W=5,000、H=1,800

交 交通誘導員位置(参考程度)

交

備蓄倉庫棟出入口階段
(注)

車庫出入口
(エレベーター周囲既存強化ガラス取外し後の保管場所)

工事名：防災センターエレベーター改修工事

※別工事：Ｒ８営繕　防災センター・消防学校　北・鯛浜　

防災センターエレベーター改修工事

屋外訓練施設等改修工事（着手日指定型）



徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

エレベーター詳細図(1) ピット 改修後(参考図)

B-011

1/20

A2：100％

A3：70.7％

仕　様　要　項

号機名 01号機

用途 乗用

制御方式 可変電圧可変周波数制御

操作方式 乗合全自動方式

積載荷重 ９００ｋｇ・最大定員１３名

定格速度 ４５ｍ／ ｍｉｎ

動力用電源 ＡＣー３φ２１０Ｖ６０Ｈｚ

照明用電源 ＡＣ－１φ１００Ｖ６０Ｈｚ

巻上機・電動機 4.6ｋＷ（ギアレス）

ツナ車 （径）４１０ｍｍ

ロープ （径）１０ｍｍ×４本・２：１ローピング

停止箇所 2箇所（1-2階）

レール
かご側 ＩＳＯ　Ｔ１２７－１／Ｂ

おもり側 ＩＳＯ　Ｔ１２７－１／Ｂ

かご内法 間口　１６００ｍｍ×奥行　１３５０ｍｍ

出入口 幅　９００ｍｍ×高さ　２１００ｍｍ

戸閉方式 電動式２枚戸両引き（ＣＯ）

付加仕様 地震時管制運 転（Ｐ波・Ｓ波）（精密級)

停電時自動着床装置

火災時管制運転

その他の仕様 戸開走行保護装置（UCMP）

耐震クラス：S14

光電式ドアセンサ

視覚障がい者対応仕様

車いす仕様

敷居間隙３０ｍｍ

インタ ーホン６Ｖ単局

シースルーかご室

絶縁トランス

監視盤（既設流用）

電 源 設 備 表 【別工事】

動力用電源

電源電圧 ＡＣ－３φ－２１０Ｖ－６０Ｈｚ

線サイズ

トランス容量 ５ｋＶＡ

ＭＣＢ容量 ２２５ＡＴ（必要容量４０ＡＴ）

照明用電源

電源電圧 ＡＣ－１φ－１００Ｖ－６０Ｈｚ

線サイズ ２ｍｍ

トランス容量 １ｋＶＡ

ＭＣＢ容量 ２０Ａ

接　地　線 Ｄ種　　２２ｍｍ

監視盤通信線 ＣＰＥＶ　０．９－２０Ｐ（インターホン線含む)

監視盤及びインタ ーホン取付位置：　１階受付

レール下端部荷重（長期荷重）
Ｒ１（ｋＮ）Ｒ２（ｋＮ）Ｒ３（ｋＮ）Ｒ４（ｋＮ）

２５．５ ２４．１ ４２．５ ２１．６

ピット荷重（短期荷重）
Ｐ１（ｋＮ）Ｐ２（ｋＮ）

８４．０ ６５．１

２

２

【既設そのまま再利用】

【既設そのまま再利用】

【既設そのまま再利用】

【既設そのまま再利用】

ＥＭーＣＥ８ ー３Ｃ、Ｅ２．０（Ｅ３１）
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△敷居受梁面

防水仕上面

　

地震感知器
（Ｐ波・Ｓ波一体）
（床取付）

昇降路平面図　Ｓ＝１／２０

（ピット）

防災センターエレベーター改修工事



徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

エレベーター詳細図(2) EV機械室 現況・撤去(参考図)

B-012

1/20

A2：100％

A3：70.7％

既設機械室平面図　Ｓ＝１／ ２０

：撤去機器

昇降路平面図　Ｓ＝１／２０

（１階）

油圧配管
（撤去）

  停電時自動
  着床装置
  増設盤

(撤去)

防油堤

地震感知器
(撤去)

パワーユニット
タンク
(撤去)

排気ダクト

サイレンサー

機械室油圧配管

（既設撤去）

制御盤

吸気ダクト

防油堤

吸音材

非常灯付照明

分岐電子箱
(撤去)

点検用コンセント１００Ｖ

(撤去)

ＥＶ

エレベーター(撤去)

撤去範囲を示す

記号 内容

【本工事】

防災センターエレベーター改修工事



徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

エレベーター詳細図(6) 矩計図 改修後(参考図)

B-016

1/50

A2：100％

A3：70.7％
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▽防水仕上面

既存配管・配線(撤去)
新規電源、インターホン引込み口
(引込み後、区画処理)

地震感知器(P波・S波)(新規取付)

点検用タラップ(取替)

既設エレベーター用油圧シリンダー(残置)
穴塞ぎ(本工事)
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レール立て図　Ｓ＝１／５０昇降路断面図　Ｓ＝１／５０

点検用コンセント(既存流用)

エレベーターかご吊上げ・据付け時に必要
据え付け完了後撤去

(注意)エレベーター支持鉄骨は別工事

防災センターエレベーター改修工事



徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

NON

Ａ塔改修工事 全体

全体Ｂ塔改修工事

Ｃ塔改修工事 外部

内部

水難救助訓練施設 全体

車庫 全体

  Ａ塔屋内には施設管理者が継続的に使用する備品が

  ある為、施工者は施設管理者と事前打合せの元、施

  工を止める時間帯を決める等の対応が必要となる。

◎施設管理者との協議事項

◎施設管理者との協議事項

  プール防水については、Ｒ９年３月末までにプール

◎施設管理者との協議事項

  の部分使用を開始させること。

消

防

訓

練

施

設

等

改

修

工

事

  Ａ塔と同じ。

◎施設管理者との協議事項

  Ｃ塔屋外にあるホースリフター(消火ホース干し)は

  施設管理者が継続的に使用する為、施工者は施設管

  理者と事前打合せの元、施工を止める時間帯を決め
  る等の対応が必要となる。

令和8年度 令和9年度

外壁調査・補修足場組立準備工事 足場撤去 検査等

屋上防水
現場検査
※足場がないと屋上への昇降が難しい為

外壁調査・補修足場組立準備工事 足場撤去 検査等

屋上防水

外壁調査・補修足場組立準備工事 足場撤去 検査等

3階屋上防水

ｻｲﾝ改修

熱気供給 配管孔 内壁,床,天井ｽﾗﾌﾞ(躯体内面)調査・補修

ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷ

建具改修準備

建具改修準備

建具改修準備

ｼｽﾃﾑ撤去 補修
足場組立

(ﾗｲﾝ引き)

(ﾗｲﾝ引き)

(ﾗｲﾝ引き)

手摺新設
屋上ﾊｯﾁﾔﾘ替その他 (躯体内面補修との兼合い)

内・外壁調査・補修足場組立準備工事 足場撤去 検査等ｻｲﾝ改修外壁塗装

手摺改修準備

換気設備改修

高所作業車
準備工事 建具改修 検査等(発注等)

内壁調査・補修

内壁調査・補修

(注意１)

(注意１)

R階屋上防水

2階屋上防水

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

調査・製作 鉄骨製作 足場 内装・鉄骨撤去

配管・配線撤去

鉄骨工事 内装復旧

配線工事

足場撤去 検査

既存EV撤去 検査エレベーター設置エレベーター製作期間

６.５ヶ月

エレベーター使用停止期間(5.5ヶ月)
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準備 仮設工事

プール防水 (ﾗｲﾝ引き)

工-001

概略工程表  (参考)

準備

契約

契約

契約

防災センターエレベーター改修工事
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